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緒 言

1960年わが国養豚界に外国からランドレースや

大ヨークシャーなどの大型品種が導入され,それ

まで一般的な供用品種であった中ヨークシャー種,

バークシャー種は減少 していったが,最近の食生

活における時好性の変化や豚肉の評価の変遷の影

響でバークシャー種は黒豚の愛称で見直され,そ

の風味の良さが注 目されている.現在では,一定

の枝肉単価を設定して年間契約を行って市場の確

保もされているが,一般の出荷形態を経て市場に

出荷 される例 も多い.しかし,バークシャー種は

中型種であるため,大型種を基本とした現在の豚

枝肉規格では出荷時に蓄積脂肪の割合が多くなり,

枝肉歩留まりが低下する傾向がある.そこで,バー

クシャー種の産肉能力の向上を目的とし,原田ら

が報告 (原田 1991,1996;佐藤 1996)を行って

いるように,生体において短時間でかつ高い精度

で枝肉構成を推定できる超音波利用によって,ロー

ス芯面積や皮下脂肪厚など,いくつかの経済形質

を測定し,これをもとにした選抜 ･改良の可能性

について検討するための基礎試験を行った.

材料および方法

供試豚には宮崎の民間農場で飼育された産子 2

頭以上をもつ種雄豚40頭および母豚276頭から生

産され,かつ繁殖成績および体型,発育等により

次世代の母豚 として選抜 されたバークシャー種

659頭 を用いた. これ ら供試豚 の平均565.6±

247.4日齢における生体第 5胸椎部におけるロー

ス芯面積および皮下脂肪厚を超音波測定装置 (スー

パー ･アイ ･ミー ト SEM-500:富士平工業kk)

を用いて調査 した.なお,皮下脂肪厚については

第一脂肪層,第二脂肪層に分けて分析 した.

統計分析方法

供試豚の第 5胸椎ロース芯面積 (REA),なら

びにロース芯中央部の皮下脂肪厚 (SFT),第-

皮下脂肪厚 (SFT-1),第二皮下脂肪厚 (SFT-2)

の超音波推定値を分析対象形質として取 り上げ,

これらの形質に対する種々の要因効果について検

討するためHarvey(1990)の最小 自乗分散分析

を行った.種雄豚あるいは種雌豚を変量効果とし,

測定月,産次,littersizeを母数効果 とし,測定

時日齢への一次および二次回帰を取 り上げた.各

供試豚における最小自乗分散分析に用いた数学モ

デルは,Fig.1に示すとお りである.

結果および考察

超音波測定により得られたバークシャー種枝肉

形質の超音波推定値に対する種雄豚を変量効果と

した最小自乗分散分析の結果はTablelに示す と

お りである.

種雄豚の影響はREA,SFT,SFT工 SFT-2の

いずれの形質に対 しても1%水準で有意であるこ

とが認められた.また,測定月の効果についても,

種雄豚と同様いずれの形質に対 しても1%水準で

有意であることが示された.産次の効果はSFT-1

に対 してのみ 5%水準で有意な影響を及ぼし,他

の形質には顕著な影響を及ぼさないことが認めら

れた.さらに1ittersizeの効果は,いずれの形質

にも影響を及ぼさないことが明らかとなった.過

常,littersizeが大きくなると,生時体重や発育

管 .lJkl-P+S,I+ TJ+ U k+Vl+al(DE,kr i5)+a2(DE･]kl15)2+eL,rkl

where,

YL,kl :eachobservation,

〝 :Overallmeancommontoallobservedvalues,

S,. :fixedeffectoftheith sire(ordam)(i-1-40/sire,1-276/dam)

Tj :fixedeffectoftheith monthontestingperiod0-1-5)
U k :fixedeffectofthekth parity(k-1-ll)
VI :fixedeffectofthekth littersize(l-1-12)

al,a2:COefficientoflinearandquadraticregressionofonscanningdaysofage,

D,･jkl :scanningdaysofeachobservation,

ij ,･]kl :meanOfscannlngdays,

eLJ.k/ :residualeffect,

Fig1.LSMLMW PC-2vcr.ofHarveyalsobeusedbyfittingthemodel.
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Table1.Analysisorvarianceorultrasonicestimatesorcarcasstraits

Meansquares

SFT-1 SFT-2

Sire

Month

Parity

Littersize

39 1,850.91**
4 356.79**

10 228.52

11 292.83

Regression:

Scanningday(Linear) 1 2.86

Scanningday(quad) 1 53.94

1,570.85** 416.30** 634.43**

1,817.68** 594.50** 357.20**

37.24*

9.42

Remainder 592 8,861.70 12,945.79 3,140.70 5,376.91

REA-Ribeyearea,･SFT-SFT-i+SFT-2,･SFT-1,2-Fatthicknessofthefirst/secondfatlayer,･
(L)-Linear;(Q)-Quadratic;**:p<0.01,*:p<0.05,

の点で劣ると報告 (古川他 1991)されている現

象は認められなかった.日齢-の回帰の効果につ

いては,SFT-2にのみ一次で有意性を示 し (P<

0.05).

なお,種雄豚に代えて種雌豚を変量効果として

同様の分析 を行ったところ,前述の分析結果と同

様の結果が得 られ,測定時日齢への一次回帰の効

果で,REAに対 してのみ 5%水準で有意性が認

められた点が異なっていた.

以上,求められた最小自乗平均値をもとに,各

要因効果ごとのグラフをFig2,3,4に示 した.

Fig2に示す ように,REAの値は 1月か ら5

月にかけて次第に大 きい値を示 し,5月に測定 し

たものが一番大 きかった. しか し,4月の測定値

だけは全体 と比較 して低い値を示 した.また, 1

月から5月にかけてSFT,SFT-1,SFT-2が次第

に低下 していた.これは気候が徐々に暖か くなっ

てい くことで,豚舎の温湿度環境が変化 し,それ

に伴い皮下脂肪厚が薄 くなってきたのではないか

と思われた.枝肉形質に対 して影響を及ぼす要因

として,温湿度環境の影響の他に飼料の給与量や

病気,怪我などの影響 もあげられるが, 1年を通

じて測定値を追ってい くと夏には皮下脂肪厚は薄

くなり,冬には皮下脂肪厚は厚 くなる傾向がある

のではないかと推測された. 2月の各形質のそれ

ぞれの値が若干大 きかったのは,種雄豚および種

雌豚の更新率を一定に保つことは難 しく,月ごと

の種雌豚の測定時日齢にばらつきが生 じたため,

偶然,測定時日齢が大 きい個体の測定が重なった

ためと考えられた.

Fig3では初産か ら7産までREAの値 にそれ

ほど差はみられなかったが, 8産, 9産,10産目

に比較的大 きな値を示 した.この主たる原因はわ

からないが,種雌豚の供用年限 (産次数)を決め
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る判断材料の1つ となると考 え られた.SFTと

SFT-1については 6, 7産 目か ら皮下脂肪厚が

厚 くなる傾向がみ られた. しか し,SFT-2につ

いては産次にほとんど影響を受けることなく,移

行することが認められた.

littersizeのREAに対する影響はFig4に示 さ

れるように,若干のばらつきはあるものの,ほと

んど影響はない と考えられた.SFT-1について

はlittersizeが小さい子豚ほど厚 くなる傾向が示

された.つまりlittersizeが大 きいということは

繁殖成績が良いだけでな く,SFT-1に脂肪がつ

きにくくなるという効果 も存在すると考えられた.

また,SFT-2については産次の場合 と同様 に,

littersizeによる影響はほとんど受けないことが

認められた.

種雄豚および種雌豚による遺伝的パラメータを

Table2にを記 した.種雄豚 における遺伝率 は
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REA,SFT,SFT-1,SFT-2でそれぞれ0.522,

0.220,0.261,0.207であった.種雌豚のそれはそ

れぞれ0.483,0.687,0.531,0.595であ りREAで

は種雄豚の影響が大 きく,SFT,SFT-1,SFT-2

では種雌豚の影響が比較的に大 きいことが考えら

れた.また,REAとSFT,SFT-1,SFT-2の遺

伝相関がそれほど高 くないことか ら,REAによ

る選抜はSFTに極端な影響 を及ぼさないと思わ

れた.

測定時 日令齢-の一次回帰がSFT-2に対 して

有意 (P<0.05)な負の値 (-0.0027)を示 した

ことから,測定時日齢が進んだ個体ほど,SFT-2

が薄 くなる傾向が認められた.これは産次が進む

につれて薄 くなることと関連 しているものと考え

られた.

今回取 り上げた枝肉形質相互間の関連性をみる

ために単純相 関係数 をTable3に示 したが ,

cm

-1

-0

-9

-8

-7
-6

-5

-4

-｡

仙

25

24
･
5

2〝

23
･
5

2｡

22
･
5

22

m

<
山
∝

ト
L
S

m

5

m

5

15

i

(C)ヒ 145
∽

14

135

m

1

1

～-
ト
〕
S

EidLiZ
.バu′-

1

m

2

0

8

6

4

2

0

4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13

LITTERSIZE (no.ofpiglets)

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

UTTERSIZE
(no･ofpiglets)

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

uTTERSIZE (no.ofpiglets)

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

uTTERSIZE (no.ofpiglets)

Fig4.Relationshipsbetweencarcasstraitsand litter
size.AbbreviationsarethesameasinTable1.

Platea:thelittersizevsribeyearea,plateb,
candd:thelittersizevsfatthicknesses



バークシャー種の産肉形質改良に関する研究 23

Table2.Geneticparameterorsireandsow

REA SFT SFT-1 SFT-2

REA 0.52
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Table3.Coefficientsofcorrelationofcarcass

traits.

SFT SFT-1 sFT-2

REA 0.159** 0.193** 0.096*
SFr 0.876** 0.907**
SFT_1 0.591**

*:p<0.05,**:p<0.01
AbbreviationsarethesameasinTable1.

REAとSFT-2で 5%水準,その他の形質間では

いずれも1%水準で相関が認められた.

すなわち,他品種に比較 して蓄積脂肪の比較的

厚いバークシャー種の場合,改良する上で蓄積脂

肪に十分注意を払う必要があると考えられた.

要 約

豚の産肉能力を改良する手段として,超音波測

定により得られた推定値を選抜の指標 とすること

は有用である.本研究ではバークシャー種の産肉

能力向上を目的として,超音波測定による枝肉形

質推定値に及ぼす各種要因の効果を明らかにし,

かつ枝肉形質間の関連性について検討 した.種雄

豚の影響はロース芯面積,皮下脂肪厚,第一皮下

脂肪厚,第二皮下脂肪厚のいずれの形質に対して,

有意 (P<0.01)な影響 を及ぼ した.測定時期

(月)の効果も同様にいずれの形質に対 して有意

(p<0.01)な影響が認められた.産次による効果

は第一皮下脂肪厚にのみ有意 (P<0.05)な影響

が認められた.また,littersizeの効果はいずれ

の形質にも影響を及ぼさなかった.なお日齢への

回帰の効果については,第二皮下脂肪厚にのみ一

次で有意性を示 した (P<0.05).父方半きょうだ

いによる遺伝率推定値はロース芯面積,皮下脂肪

厚,第一皮下脂肪厚および第二皮下脂肪厚でそれ

ぞれ0.52,0.22,0.26,0.21であった.同様に母

豚による遺伝率推定値は0.48,0.69,0.53,0.60

であった.ロース芯面積における遺伝率は種雄豚

による影響が大きく,そのほかの形質については

母豚の効果が高かった.また,枝肉形質相互間の

単純相関係数においてREAとSFT-2で50/.水準,

その他の形質間ではいずれも1%水準の有意性が

認められた.

キーワー ド:枝肉形質,超音波,バークシャー種

謝 辞

本研究の超音波測定に際し,貴重な調査豚を御

提供頂き多大なる御協力を賜 りましたキリシマ ド

リームファーム株式会社の方々に心より厚 く謝意

を表します.また,本研究は同株式会社より研究

助成金を得て実施された.

引用文献

佐藤和浩 (1996)超音波利用による系統造成に関

する研究.宮崎大学大学院 農学研究科修士論

文

原田 宏 (1991)リアルタイム超音波診断装置に

よる豚生体での屠体形質の推定.日畜会報 62,

533-539.

原田 宏 (1996)肉用牛および豚の屠肉形質推定

-の超音波利用.日畜会報 67,65ト666.

Harvey,W .臥.(1990)User'sguidefb∫LSMLMW

and MIXMDL PC - 2 version mixed m odel

least-squaresandmaximum likelihoodcomputer

program.Ohio StateUniv.,Columbus･

古川 力 ･佐藤正寛 ･西田 朗 (1991)豚の 1腹

産子数の改良方法.畜産の研究 45,783-787


